
熊本県民テレビの本社で行われた贈呈式

入
浴
専
用
車
の
贈
呈
式
が

一
月
二
十
七

日
、
熊
本
市
の
熊
本
県
民
テ
レ
ビ
本
社
で

行
わ
れ
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
中
山
昭

男
副
会
長
と
森
事
務
局
長
ら
が
出
席
、
車

輌
を
受
け
と
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
２４
時
間
テ
レ
ビ

『
愛
は
地
球

を
救
う
』
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
キ
ヤ
ン
ペ
ー

ン
企
画
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

全
国

の
社
会
福
祉
協
議
会

な
ど
か
ら
申
し
込
み
の
あ

っ
た
中
か
ら
、
チ

ヤ
リ
テ

イ
ー
委
員
会
や
テ
レ
ビ
局
で
緊
急
度
や
必

要
性

・
利
用
人
数
、
運
用
態
勢
を
調
査
し

て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
そ
の
中
か
ら
特
に

緊
急
を
要
す
る
も
の
に
贈
呈
さ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。

今
回
贈
呈
さ
れ
た
入
浴
専
用
車
は
、
小

型
の
巡
回
お
風
呂
車
で
、
細
い
路
地
や
山

道
で
も
移
動
で
き
、
待
時
間
不
要
の
瞬
間

給
湯
や
タ
ン
ク
自
動
給
水
で
、
ふ
ん
だ
ん

に
お
湯
が
使
え
、
浴
槽
は
持
ち
運
び
が
で

き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
在
宅
ね
た

き
り
老
人

。
身
体
障
害
者
の
居
室
の
近
く

に
持
ち
運
び
、
快
適
な
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
よ
う
と
申
し
込
ん
だ
も
の
で
す
。

現
在

入
浴
サ

ー
ビ

ス
は
、
各

家
庭
を
訪
問
し

て
行

っ
て
い
ま
す
が
、
風
呂
の
大
き
さ
や

場
所
等
で
不
便
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

入
浴
専
用
車
の
導
入
に
よ
り
、
今
後
益
々

高
齢
化
が
予
想
さ
れ
る
本
町
で
も
、
こ
れ

ま
で
以
上
の
在
宅
福
祉
の
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

1993年
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人□の動き
(4月 4日現在)
世帯数 2,535(± 0)
男  4,014(-4)
女  4,306(-4)
総 数 8,320(-5)

層
ヽプ

●   ●

●   ●

編

集

後

記

△フ
年
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

大
流
行
し
て
い
ま
す
。
町
内
の
学

校
で
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る

学
級
閉
鎖
づ
相
次
い
で
い
る
よ
う

で
す
。
試
だ
讀
だ
寒
い
日
は
続
き

讀
す
。
皆
さ
ん
も
健
康
管
理
に
充

分
注
意
し
て
下
さ
い
。
▼
上
色
見

・
洗
川
の
後
藤
ス
エ
∃
さ
ん
（
７９
）

が
昭
和
四
十
八
年
四
月

一
日
か
ら

現
在
ま
で
の

『広
報
た
が
も
り
』

を
大
事
に
保
管
し
て
あ
る
と
聞
い

て
伺
っ
て
み
ま
し
た
。
現
在
ま
で

三
冊
に
分
け
て
き
れ
い
に
綴
じ
て

あ
り
、
「遠
く
に
行
っ
て
い
る
子
供

達
が
、
帰
っ
て
か
ら
見
る
の
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
」
と
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

高
森
町
民
憲
章

一　
水
と
緑
と
上
の
に
お
い
い

っ
ぱ
い
の
住
み
よ
い
町
に

し
議
す
。

三

伝
統
を
重
ん
じ
、
文
化
の

薫
る
潤
い
の
あ
る
町
に
し

議
す
。

三

老
人
を
大
切
に
し
、
子
供

の
夢
を
育
て
華
せ
な
町
に

し
ま
す
。

四

勤
労
を
尊
び
、
産
業
を
振

興
し
活
力
あ
る
町
に
し
試

す
。

五

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
心

身
を
き
た
え
健
全
な
町
に

し
ま
す
。

おめで

く一般寄付〉高森町職員組合青年婦人

部

とうございました (敬称略)

し〉佐藤幸人、古閑久美男、

、力日藤文凡、徳丸末美

荒牧カエコ 荒牧ケサ
加藤 文凡 加藤

すえなが< ′……′、
ぉしぁゎせ|ご

敏杯崎リ

佐藤 秀書ちゃん 一
さんの長男

さんの長女

斐

藤

藤

斐

松

藤

野

甲

後

佐

甲

永

後

塚

目回回

幌

松

藤

岡

永

後

友

ユ
ノ

孝幸

昌則

初 男

子史

(1992

啓

ノ

ヤ

ト

正

お<やみ
もうし

森

さんの 2男

10 ・ 16

12・ 14

12・ 25

赤 ち ゃ ん
たんじよう

(芹  口)12・ 2生
樫本 武蔵ちゃん
(高 森)12・ 17生
楠本 鵬イ‐ちゃん

(高 森)12・ 18生

秋

弘

子

一

子美

千

吉

園

信

久

工
　
ミヽ

サ

詢

森

口

見

留

森

口
森

森

は

高

芹

色

津

高

芹

高

高

/岩下 裕二
大`中 員理
/住吉 安晴
緒`方 節美
/松本 桂治
真`睛 ユカ

色 見・ 戸狩

本  渡  市
色 見・ 西丁

下益城郡・城南町

高森 ・ 上 町

高森 ・旭 通

(14)

大事に保管していますと後藤さん

(1)

弯
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ｆ
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| お 知

始
ま
り
ま
す

所
得
税
、
町
県
民
税
申
告

平
成
四
年
分
の
所
得
税
、
贈
与
税
の
確
定
申
告
と
納
税
、
平
成
五
年
度
の
町
県
民

税
と
国
民
健
康
保
険
税
の
申
告
が
始
ま
り
ま
す
。

本
町
で
は
、
下
記
日
程
表
に
よ
り
申
告
の
受
け
付
け
と
納
税
相
談
を
行
い
ま
す
。

申
告
を
さ
れ
な
い
と
所
得
証
明
、
扶
養
証
明
な
ど
の
各
種
証
明
が
発
行
で
き
な
い
ほ

か
、
各
種
控
除
が
認
め
ら
れ
な
い
な
ど
不
利
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
指
定
期
日

に
必
ず
申
告
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

で
す
。
納
税
者
の
皆
さ
ん
―
忘
れ

▼
雑
損
控
除
や
医
療
費
控
除
を
受

け
よ
う
と
す
る
人

所
得
税

・
贈
与
税

町
県
民
税
は
、
住
民
税
と
も
い

わ
れ
、
私
た
ち
の
最
も
身
近
な
税

金
と
し
て
、
町
民
生
活
の
向
上
に

直
接
活
用
さ
れ
る
重
要
な
財
源
で

す
。申

告
が
必
要
な
人

▼
農
業
や
商
店
な
ど
を
経
営
し
て

い
る
人

（所
得
の
多
少
に
か
か
わ

ら
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
）

▼
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
以
外
の
所
得

が
二
十
万
円
以
下
で
、
確
定
申
告

を
要
し
な
い
人

▼
昨
年
中
に
退
職
し
た
人
で
、
今

年

一
月

一
日
現
在
就
職
し
て
い
な

い
人

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
確
定
申

告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
昨
年
中
の
所
得
の
合
計
額
が
基

礎
控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控

除
な
ど
の
所
得
控
除
の
額
を
超
え

る
人
②
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
で
、
給
与
の
年

収
が
千
五
百
万
円
を
超
え
る
人
や
、

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所

得
が
二
十
万
円
を
超
え
る
人

平
成
四
年
分
の
所
得
税
と
贈
与

税
の
申
告
と
納
税
は
二
月
十
五
日

ま
で
、
ま
た
個
人
事
業
者
の
消
費

税
の
申
告
は
二
月
二
十

一
日
ま
で

唐
辛
子
は
、
い
た
め
物
や
漬
物

な
ど
に
ピ
リ
ッ
と
辛
み
を
効
か
せ

る
料
理
に
欠
か
せ
な
い
材
料
で
す
。

唐
辛
子
は
、
辛
い
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
や
ビ
タ

ミ
ン
Ｃ
、
鉄
分
や
カ
ル
シ
ウ
ム
、

カ
ロ
チ
ン
が
多
量
に
含
ま
れ
て
い

て
、
体
の
血
行
を
よ
く
す
る
作
用

が
あ
り
ま
す
。
胃
腸
に
活
発
な
働

き
を
促
し
、
食
欲
を
増
進
さ
せ
る

効
果
が
あ
り
、
体
調
の
落
ち
て
い

る
と
き
に
唐
辛
子
を
上
手
に
活
用

す
る
と
、
体
調
の
維
持
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

唐
辛
子
を
包
丁
で
切
ろ
う
と
す

る
と
、
種
が
当
た

っ
て
う
ま
く
輪

切
り
に
な

っ
て
く
れ
ま
せ
ん
。
き

れ
い
な
輪
切
り
に
す
る
に
は
、
ハ

サ
ミ
で
切
る
こ
と
で
す
。
こ
う
す

る
と
、
薄
く
も
切
れ
る
の
で
、

一

石
二
鳥
で
す
。

唐
辛
子
は
、
細
か
く
薄
く
刻
め

入
れ
る
な
ど
、
辛
さ
を
切
り
方
で

調
整
し
ま
す
。

最
も
辛
い
の
は
、
唐
辛
子
を
丸

ご
と
す
り
鉢
で
す

つ
た
も
の
で
、

辛
さ
は
抜
群
で
す
。

唐
辛
子
は
、
焦
げ
や
す
い
の
が

難
点
で
す
。
具
よ
り
先
に
唐
辛
子

し
ず

つ
い
た
め
な
が
ら
辛
み
を
出

し
て
い
く
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

こ
う
す
る
と
黒
焦
げ
に
は
な
ら
ず
、

見
た
目
に
も
き
れ
い
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
唐
辛
子
の
中
で
特

に
辛
い
の
は
何
で
し
ょ
う
か
。
答

え
は
タ
カ
ノ
ツ
メ
。
真

っ
赤
な
先

の
と
が

っ
た
赤
唐
辛
子
で
す
。
庭

先
な
ど
で
簡
単
に
栽
培
が
で
き
る

の
で
、　
一
度
試
し
て
は
い
か
が
で

す
か
。

高
　
森

。
　

森

細
か
く
刻
む
ほ
ど
辛
く
な
る

ば
刻
む
ほ
ど
辛
く
な
り
ま
す
。
料

理
に
よ
っ
て
、
辛
み
の
効
い
た
き

ん
ぴ
ら
ご
ぼ
う
や

マ
ー
ボ
ー
豆
腐

を
作
る
と
き
は
、
唐
辛
子
の
種
を

と
ら
な
い
ま
ま
薄
く
刻
み
ま
す
。

自
菜
漬
け
は
種
を
取
り
出
し
て
、

大
き
く
ち
ぎ

っ
て
漬
物
の
容
器
に

を
油
で
い
た
め
て
辛
さ
を
出
し
ま

す
が
、
熱
し
た
油
に
刻
ん
だ
唐
辛

子
を
入
れ
る
と
、
あ

っ
と
い
う
間

に
黒
焦
げ
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

い
た
め
物
な
ど
で
唐
辛
子
を
焦
が

さ
な
い
コ
ツ
は
、
油
が
熱
く
な
る

前
に
刻
ん
だ
唐
辛
子
を
入
れ
、
少

岩
　
下

博

幸

さ

ん
０

平成 5年納税相談日程表

●   ●

●   ●

☆ 仕事は楽しいですか

イチゴを主体にやっています。自分で

は、まだ楽しい仕事とは言えないけど、

でもや りがいのある仕事だと思 う。

☆ 今、いちばんやりたいことは

食う、寝る、遊ぶ。

☆ どんな町づ <りを望み示すか

地元に若い人達がのこるような町にし

てほ しい。

(13)

な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

持
参
す
る
も
の

１
、
税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
た
申

告
書
を
お
持
ち
の
方
は
、
そ
の
「申

告
書
」
と

「印
鑑
」

２
、
給
与
な
ど
の
あ
る
方
は

「源

泉
徴
収
票
」

３
、
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は

「支
払

っ
た
医
療
費
の
領
収
書
、

明
細
書
、
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ

れ
た
金
額
の
明
細
書
」

４
、
生
命
保
険
料
控
除
の
あ
る
方

は
「支
払
い
保
険
料
の
証
明
書
（
一

契
約
九
千
円
超
の
も
の
）
」

５
、
損
害
保
険
料
控
除
の
あ
る
方

は

「支
払
い
保
険
料
の
証
明
書
」

６
、
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
を
受

け
る
方
は

「登
記
簿
暗
本
」
。
「住

民
票
の
写
し
」
・
「売
買
契
約
書
」

ま
た
は

「請
負
契
約
書
」

・

「住

宅
取
得
資
金
に
係
る
借
入
金
の
年

末
残
高
証
明
書
」

７
、
雑
損
控
除
を
受
け
る
方
は
「損

害
を
受
け
た
住
宅
家
財
の
明
細
書
」

２
月
＝
日
　
東
　
　
医
　
　
院

圏
②
０
３
０
９

２
月
１４
日
　
中
　
村
　
医
　
院

圏
⑦
２
３
３
３

２
月
２１
日
　
立
　
野
　
病
　
院

圏
⑧
０
１
１
１

２
月
２８
日
　
寺
　
崎
　
医
　
院

審
②
０
３
７
８

３
月
７
日
　
南
郷
谷
成
形
外
科

圏
②
３
３
５
１

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
テ
レ
ホ

ン
サ
ー
ビ
ス
で
お
確
か
め
く
だ

さ
い
。
　

（②
１
２
２
２
２
）

ユ

「

~~¬

囚 □ 因
①奥阿蘇キャンプ場等建設工事 (工期1/25～ 3/25)

16,480,000円       同佐藤建設

②奥阿蘇キャンプ場取付道路建設工事 (工期 同 )
22,660,000円       同村下産業

③奥阿蘇キャンプ場給水施設工事 (工期 同 )
6,252,100円        (資 )日 向 屋

診療は午前 9

時から午後 5

時まで

(2)

正しい申告をお早めに

民

l目
′r、

税

町
唐
辛
子

ア

・
ラ

・
カ
ル
ト

地   区   名
会 場 名

9時～11時 13日寺へ′15時

高森町に於ける (所得税、消費税の確定

申告)所得税の納税相談案内のあった方、

確定所得申告をされる方、還付等を受け

るための申告をされる方、所得税の確定

損失申告書を提出される方、消費税の確

定申告書を提出される方

林業総合センター
(内線197・ 198)

18日 因

19日 {ζ」

22日 (月 ) 旭 通 村 山 ・ 昭 和

23日関 天 神 ・ 上 町 冬 野 ・ 津 留

旧 高 森 保 健 所
2-007424日 (水 ) 横 町 森

25日 (オ| 上 下 日「

26日

`む

矢  津  田 中
JA草部北部支所

4-0231

3月 1日 (月 ) 草部 (社倉 ) 草部 (社倉以外 )
草部
基幹集落センター

4-0802
2日 υ0 芹 口 菅 山

3日 困 永  野  原 下 切

津  留  1 津  留  2 野尻林業センター
5-0802

野  尻  1 野尻 2・ 尾下 1

河  原  1 尾下 2・ 河原 2 河原老人憩いの家
呼5-0240

9日 1カ 洗 川 ・ 大 村 中 原 ・ 前 原
JA上色見支所

2-0243

10日因 戸狩・井上・山鳥 小倉原・西T‐・中園
JA色 見 支 所

2-0244

■職 業
■趣 味
■血液型

農業

スポーツ

元気のいいA型

受付|ま 2月 16日～3月 15日

雌

結

月   日

2月 16口 {カ

17日 1水)

在

4日 困

‐5日 1金)

8日 (月 )

プロフィール


